
七弦琴史料f幽薦譜捗』初探

ーその内容と成立事清についての考察-

小野美紀子

1 .はじめに

本稿は、正5主主告の現存最吉の楽譜『詰宅福函議長む[吉 1]に対する
解説書として江戸時代に著されたと考えられる写本『面詰藷前の成立

と内容について謂査考察し、その史料的錨植について検討を行うことを

目的とする。研究対象とする史料は、国文学研究資料館蔵田安徳川家寄

託資料『歯薦譜抄~ [古 2]、陽明文庫蔵『橘石謁幽蘭抄~ [古3]及び彦根

城需物館蔵『琴学大意抄』坤{古4]である c これらの写本は異名田本で

あるため、本稿では復iこ『幽蘭譜抄』と総称して取り上げることとするc

七絃琴(琴/古琴口以下、琴と称す。〉は中国の援弦楽器の一種であり、

日本には奈良時代にすで、に伝わっていたことが確認されている 1}。平安

末期以蜂、徐々に衰退したと言われるが[福島 1988:3]、江戸時代に再興

の時を迎え、昭和初期に断絶するまで、琴は罷者、詩人、大名、武家、

画家、震医ら文人を自認する知識階級を中心に広まった2)。

現在国宝として東京国立博物館に保管されている琴譜『高石調幽蘭第

五3巻子本[古 1J 3)は唐代の 7、8世紀に書写されたものといわれじ、

今日まで伝わる記譜法“減字譜"よち吉い記譜方式-奏法を文章で記述

した形式“文字譜"ーによって記されている幻む今のところ日本、中国

においても“文字譜"による琴譜は能に確認されておらず、『属石調幽蘭

第五』が現存する唯一の“文字譜"である。この“文字詰"の解読研究

や演奏は、 1884年に『露石謡曲薦第五』が中国に初めて紹介されて 6)

以来、主に中国においてさかんに行われるようになりの今日に至ってい

52 



る。

こうした中屋近年での解読研究とは別に、江戸時代に著さ本稿では、

れた『謁石調遡薦第五』に関する解説藷または解説書の類と思われる写

本が残されていることに着巨し、特にその中の一系統である『幽蘭譜抄J

を取り上げる。 w幽蘭譜抄Jは今のところ先行研究でも言及されておらず、

その内容は原譜に対する演奏方法等を成立についても明らかでないが、

詳細に解説しているものであり、『礎石調趨薦第五』に対する当時の解釈、

研究の様相を窺うことのできる貴重な史料ではないかと考え、本稿で紹

f
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ブトし、広く示教を請う次第である。

2.窃究対象について

2-1.也の史科との佐置関謀

先に、『高石調酪襲第五』に関する解説譜または解説書の類と思われ

る写本について基礎的な系統の調査をしたところ、『幽蘭譜抄Jを含め3

『謁石調国主薦第五』との位置関それら 3系統と
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係を下の図に示す。

i匿2:W幽薦譜抄3と他の史料との位置関係、】

第一次史料 白幽薦第五Jl[吉~ I w琴用語法』
{江戸時代〉

第二次史料

E 
BW幽薦譜抄~ C荻生観校正 f幽薦譜』

(文字謹指法の解説書)

A荻生径彼著『幽蘭藷』

注 :A、B、C、共に写本であり、異名詞本が多いため、仮に系統毎にそれぞれ、

A:荻生祖穣著 f酪薦譜』、 B:W幽薦譜抄J、C:荻生観校王F酪麓譜』と総祢する。

A:荻生祖篠著『幽蘭譜JI 8}は、末尾に「物部茂郷j と記されている

ことから、江戸時代の語学者として著名な荻生但篠 (1666・1728物/物部

/警松/茂郷/皆、右衛門)の作であると考えられる。内容は『弱石調幽薦第

五Jの写しと、共に伝えられたとされる琴の指法書『琴用指法JI 9)から

の指法解説の写し、 f琴手法図j及び「調琴法j等で構成される。譜の写

しには、原譜にない朱隷を引き、右手による奏法と左手による奏法を区

別できるようにしているが、特に独自の解読の説明などは加えられてい

ない。

C:荻生観校正 WIiJ!l蘭譜JI10)辻、冒頭に「物観校正jと記されている口

物観は荻生但僚の弟、荻生北渓のことである。原譜に手を加え、右手に

よる奏法と左手による奏法を分別して記し、新たに歌詞を書き加えてい

る。

本稿で取り上げるち:[i酪欝譜抄』は、 A、C系統のような原譜に工

夫を加えた譜とは異なり、『揚石調酪薦第五』の抄物である。原譜をー
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匂 11)毎抜き写した後に続けて、その匂の解説を漢字片仮名交じり文

で記している。 A、C系統は楽譜であるので、琴の奏法をある程度習得

した者でなければ読み取って奏することは難しいと思われるが、 B:W酪

蘭譜抄』は、琴の初心者でも解説文を読めば演奏可能である程、奏法に

ついて具体的で、詳しい説明がなされている。

2-2. r麹蘭譜抄』写本3罷の書誌事項
本稿で用いる『幽蘭譜抄』写本は以下の3冊である。

①陽明文庫所蔵

吾録名『謁石調幽欝抄』・所蔵番号73・12

題筆標題:r礎石調幽薦抄上j

巻頭:r議若語幽蘭ノ序一名ハ会蘭J

蔵書印:なし

一掃・ 46丁(あそびの丁は加えなし、)・離285mmX横 205阻

②国文学研究資料館所蔵田安徳川家寄託資料

百録名『幽蘭譜抄3所蔑番号 15-496

題委標題:f幽薦譜抄j

巻頭:r語若議幽薦ノ序一名ハ会蘭j

蔵書印:r口葵楼圏書記J(※己は不明。) r田安府芸堂印j

「迎鞍器量書記Jr空々居士j

一掃・ 47丁・縦270脳 X横 185阻

③彦根城博物館所蔵

目録名『琴学大意抄』坤・所蔵番号V329・2

(W琴学大意抄』乾埠二冊本のうちの坤一掃〉

表紙手写題:r琴学大意抄坤j
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巻頭:r掲石議幽薦ノ序 一名ハイ会葡j
ケツセキラ

蔵書印:r張琴館図書印Jr井伊家蔵書J

二冊本のうちの坤一冊・ 51丁・縦273翻 X横 193姻

陽明文庫の名和{彦氏のご教示によると、①陽明文庫所蔵本(以下、陽

明文庫本とする o)の題筆標題は江戸時代中期の公家、近衛挙友

(1687・1737)の自筆で、家久所持の他筆写本ということである。家久

が琴を曙んだかどうかは明らかでないG 題委標題には f弱石調歯麓抄

上j とあるが、陽明文庫に他に中や下とつくものは見えない。

②国文学研究資料館所譲田安徳、)11家寄託資料本(以下、田安家本とす

る。〉は、「空々居士j の蔵書印が確認でき、また『琴学集成~ [吉5]の

f空々宿谷先生琴書目録J~こ「酪薦譜抄 一掃Jと記録されていること

から、児玉空々 (1735・1812)の所蔵していたものであることは確かで

あるc 空々は田安徳川家iこ仕えた人物で、琴を曙み、琴書、琴譜類を多

く蒐集したことが明らかにされている[稗田 1984;岸辺 2000:405・40910

太田南畝『壬申掌記~ [古6Hこ f空々先生蔵過半田安蕃へ上る云j とあ

るように、空々の蔵書は、彼の没後文化9年に田安家の書庫である田藩

文庫に収められた。との『幽蘭譜抄』も他の空々蔵書と共に田藩文庫に

収められのだろう C

③彦根城博物館所蔵本(以下、彦根城本とする。)については、『琴学

大意抄』“乾・埠"二冊本のうちの“坤"一冊が、揚明文庫本及び田安家

本と同系統本であることが確認できたので、『国主蘭譜抄』であるとみなし、

本稿での研究対象に加えた。“乾"一冊は荻生径徐著『琴学大意抄』であ

る。(W琴学大意抄』については4章で述べるJ彦根城本には、 f張琴館

密書手fJJの蔵書印が見えるが、需物館の頼あき氏のご教示によると、と

56 



なおあき

れは彦根藩十二代藩主井伊甚亮(1794・1850)の印だということである色

直亮が雅楽に興味を持ち自らも演奏したことは知られていることだが

[彦根城博物館 1996]、琴を奏したのかは明らかでないc しかし彦根城博

物館に他にも亘亮の印のある琴譜や琴書が多く残されており、また楽家

から伝授された雅楽曲の琴譜がいくつか見られるのも興味深い点である。

さらに付け加えると彦根城博物館には七弦琴が九点残されている[吉川，

英 1979:8210

以上3掃の写本の内容を比較したところ、ほとんど異国は見られなか

った。但し田安家本のみ、末尾の一句に対する解説文の部分が欠損して

いる。

2-3. ~幽藁語抄Jfこ内在する問題京

『幽蘭譜抄Jの史料としての可信性において、次の二つの開題が指捕

されることを先に示しておく G

第一の問題は、『酪蘭譜抄主主本稿で取り上げる写本3冊とも完全版で

はないということである。『幽蘭譜抄Jの原本にあたる『褐左調幽蘭第五J

I士、全世四段で講成されているが、『幽蘭譜抄J，ま揚明文庫本、彦根城博

物館本とも最初の序文と第一段しか含んでいなし、。末尾は、

fコレハ一段ノ終リスノレコトナリ。コノ幽欝ノ曲ニ、四段アリ c ココマ

テニテ一段目終ルナにJ

で終了しているc 田安家本は末尾が欠損しているため確認できないが、

3冊とも第二段以降が存在しないのであるc また奥書がないため、能に

この続きがあるのか推測できない。陽明文庫本は題委に「褐石調盟主薦抄

上Jと記されているが、果たして下が存在したか不明である。 w幽蘭譜抄』

と同一系統の写本を更に調査していく必要がある。
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第二の問題点は、奥書がないために、そこから著者や書写の経緯、こ

の書の成立事情について窺うことができないということである。そこで

この点については、後の4章において、『幽蘭譜抄Jの記述内容から推察

する。

3.tr趨膏語捗』の内容について

上述の通り、成立事情について不明な点が残る『幽欝譜抄』であるが、

その内容は、『掲石調幽薦第五Jの来歴から奏法についての具体的な説明

など、詳細立つ豊富である。ここで『幽蘭譜抄』の内容について考察を

加えながら簡単に紹介したいG

3-1. tr萄右謂歯菌第五Zの序文に対する注京について

F酪薦譜抄』は『謁石課国主薦第五』の序文に対する注釈から始まる C

官頭部分はまず、

f掲石謂幽蘭ノ序、一名ハ会蘭。」
ケツセキテウ

と、原文にg}JI点を加えて引用してから、少し下げて、それに対する注釈

を次のように述べている。

f磁石謂ハ、調ノ名ナヲ。酪顛ノ序ハ、曲ノ名ナリ。比幽蘭序ノ¥掲石謂

ノ曲ナノレユヘニ、シカイヘノレナリ。掲在調ノコト、他ニ所見ナシG 乞

食謂ノコトナルヘシc 高モ、乞モ、唐音キナヲ。石モ、食モ、麿音シ

ナリ。乞食ハ究語ナリ。〈以下省略。)J

序文全体に関する注釈内容をいくつか語略に挙げてみると、以下の通

りである。

① f謁石誘j とは f乞食謂jのことであるが、 f乞食謂jの起調法は不明

である。
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[罰3:W幽蘭譜抄』彦根城本[吉4]の巻頭及び末尾部分]
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② f霊長!薦Jは琴の名曲であるが、事、筆集などでも奏されたことが、詩

や賦にみえる0

0猪薦の民名は幽蘭であるが、とこ(筆者注:原文の巻頭〉に済蘭を荷

薦と書いてあるのは、伝写の誤りである。

@幽震の曲は、孔子が完舜文武の道をf云えようをしたが諸侯に用いられ

ず、魯の国に帰る際、穏谷の中に生ずる薦を見て作った曲なので、そ

の趣は深遠である。

@酪薦の譜を伝えた丘公が楚調iこ妙絶だったとは、琴に五調あるうちの

楚の謂を善く弾き妙所を得たということである。

@諌代の槙明三年、日本では崇竣天皇の二年に当たる年に、丘公がこの

出薦の曲を伝授した豆都王叔明とは、諌の高宗宣皇帝第六の子である D

名は叔明、字は子昭で、宣都国の王に封ぜられた。

⑦(筆者注:原文の文字譜の前に f歯薦第五jと記しであるのに対して、)

先に揚石調幽蘭序と書いてあって、ここにまた幽薦第五とあるのは、

ウ ホウキザン

街文のようである。第五というのは、この書の巻末に楚明光、思d諦林、

近著、基示、幽薦と書いてあり、楚明光第一、鳳臨林第二、白雪第三、

易水第四、幽蘭第五という次第によるものである。

以上、中国の吉籍からの引用によるものが多いが、①③⑦などはおそ

らく『醐蘭譜抄』の著者自身の見解が述べられているものだと思われる 5

3-1. r福石謂幽菌第五2の“文字譜..，こ対する解説について
序文の後は、『礎石謂幽薦第五』の“文字譜押部分とその解説文が続く C

始めに原譜を一勾毎引用し、訓点を加えて書写した後、少し下げて、そ

れに対する解説を記しているc
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解説文の前半部では、“文字譜"を解読する際の基本的な用語につい

て先に説明がなされている。例えば、“減字譜"では弦名を第一弦~第

七弦と呼ぶのに対して、ここでは、

fーノ絃ヲハ宮絃トイブ。二ノ絃ハ商絃ナム三ノ弦ノ¥角絃ナ九四ノ

絃ハ徴ナリ。五ノ絃ハ羽絃ナリ。六ノ絃ヲ文絃トイヒ、七ノ絃ヲ武絃

トイフ。故ニ琴譜ノ内ニ、官、商、角、徴、羽、文、武、 トアノレハ、

絃ノコトト知へシoJ

と、明確に示している c また演奏の際、左手は琴上に埋め込まれた 13

倍のしるしである“議"の位置を呂安に、弦を押さえて吾高を定めるの

であるが 12入“徴"についても、

f一、二、三、四、五、六、七、入、九、十、十一、十二、十三、 トア

ノレハ、徽ノコトト知ノレへ、ンO 右ノ方ヲ上トシ、左ノ方ノ¥下トス。故ニ

十ノ上ト云時ハ、十徽ヨリ右ニテ、九徽ノ方ナリ。J

と、説明しているG

では奏法の解説についてみてみよう。原譜の開始部分、

パカリ

f耶ニ中指ヲ十ノ上半寸許ニ臥セテ、商ヲ案シ、食指中指、宮高ヲ讐

牽シ、j

に対する説明は次の通りである。まず、

f左ノ中指ヲ、十ノ徽ノ右ノ方半寸ホドノ処ニテ、ナナメニフセテ、高

ノ絃ヲ押スナヲ。J(左手中指で、第二弦上の第十徽より右半寸ほどの

箇所を指を斜めに伏せて押す。)

それと同時に、

クン ソウケン

f右ノ会福中指ナリ。宮絃ト高経ニテ、牽ノ手ヲ二度スノレ。コレヲ斐牽ト

云ナヲ。牽ノ手ト云ハ、レンノ如ク、向ヨリ手前へ、宮ヨリ高へ、ヒ

キカクノレコトナリ。食指ニテ一度、中指ニテ一度ニテ、警牽ナリ。J(右
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手の薬指と中指でそれぞれ顕に一回ずつ計二回、向こう側から手前に

向って第一弦、第二弦のu震にひきかく。)

更に、このようにして奏される音高は、

f宮ノ絃ハ散絃ナレハ、黄鐘(朱筆実註:平謁)ナヲ。商絃ハ十ノ上ヲ

"ン
案タレハ、勝絶(朱筆実註:神仙)ナリ。J(第一弦は開放弦なので、

黄鐘〈朱筆穿註:平調〉、第二弦ほ第十徽より上を押さえるので、勝絶

(朱筆穿註:神佑)である。) 13} 

とまで書き記している。左手で弦を押さえて音高を定める際、

rf可すトアノレ処々ハ、皆琴ノ大小ヲ考合セテ、加減アルヘキナリ oJ ((筆

者注:琴譜に)何寸とある笛所は、琴の(筆者注:それぞれの楽器の)

大きさによって加減しなければ、ならない。)

との注意も加えている。

タプラチュア

琴譜は〈“文字譜ぺ“減字譜"とも)奏法譜であり、奏法の表記のみで

音高は記されていない。しかし、『幽蘭譜抄』ではこのように、奏した

結果、各音がどの音高になるか記録されているのは、注目すべきとこ

ろであるG つまり『幽蘭譜抄』は奏法の解説書だけでなく、実際に解読

し琴土で演奏を試みた結果を記録したという解読研究の史料としての性

責も持ち合わせていると言える。

また原譜の誤りについて指請している笥所も見える。

ハカロ

f掠上スノレコト半寸許整ヲ取ルむ一句大患。j

に対して、

ハカF

f搾上スノレコト半寸許ニ、ンテ整ヲ取ノレトノ¥亮鐘ノ鈴吾(朱筆穿註:断

金)ア/レナヲ c 大怠ト云ノ¥大イニヤスムトヨム一段ノ終リニアノレコ

トナリ。 但シココノ大息、ハ、小怠ノカキ違ナルニヤ、コノ幽蘭ノ曲ハ、

一段一段ノ終り、皆黄鐘(朱筆穿註:平調)ニテ終ノレ。平調ノ楽ノ¥歌
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議ナリト知へシO シカルニコノ処亮鐘〈朱筆穿註:断金)ニテ止ノレナ

レハ、一段ノ終リトシカタシ。小恵、ハ一段ノ中ホドニモアノレコトナリ。J

と、この歯蘭の曲は、一段の終り f大患Jでは皆、黄鐘(平調)が終止

音となっているが、ここは是鐘(断金)で、終っているので、「大息Jでは

なく司、息j の書き需違いであろうと述べている。原譜の『礎石諸機蘭

第五Jを確認したところ、その通り f大息j と記されていたが、現在の

『褐石調幽蘭第五』研究や演奏においても、ここは一段の終りとはみな

されていない 140 このことを考慮に入れても、『盗!蘭譜抄』の記述内容

は、琴の奏法や音律に関する知識を踏まえながら、実際に演奏を試みた

結果を記したものであると考えられる。

4. r幽麗譜抄Zの成立事構について
一荻生笹篠著f琴学大意捗3との関連性からー

先の p.2で述べたように、男11系統のA:荻生祖篠著『幽薦譜』と C:

荻生観校正『幽蘭譜』はそれぞれ奥書と巻頭に記されている通り、 Aが

荻生担保著で、 Cが荻生観校正であるということが推定できる。更にこ

のことを裏付けるように、但掠が F属石調幽蘭第五Jを当時の所持者で

あった楽家のき自家から借覧し、解読研究を試みたという文献記載が幾っ

か確認できる 1針。一方、『趨薦譜抄』においては、奥書等から著者や書

写経緯などについて窺うことができないため、ここでは本文の内容から

情報を拾い出し、この書の成立事情について考察する。

4-1. r幽葡謹捗』にみえるf思巻jとは?
『幽蘭譜抄J本文中に二ヵ所割注が附けられており、そこには、

「転論美語ノコト、別巻ニ記スj、
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「五調ノコト、男IJ巻ニ記スj

とある。この f別巻j とは何を指すのだろうか。陽明文庫本、田安家本

とも全一冊である。彦根城本のみ『琴学大意抄』と題する“乾・場"二

冊で一対の“培"として収められている。彦根城本を取ち上げて考える

と、この f別巻」に当たる可能性のあるものとして、“乾"一冊が浮上し

てくるのだが、その前iこ『琴学大意抄』という史料について整理確認、し

ておきたい

『琴学大意抄』と題する写本をいくつか調査したところ 16)、ほぽ異同

なく、「琴学大意抄目録jで始まり、奥書 f享保七年壬寅二十八日物部茂

癖Jの後、「品絃jが附された全一冊の写本であることが確認できた。そ

こで本論では以下、これと同じ構成の一冊本を『琴学大意抄』と称して、

F幽薦譜抄』との関係を整理してみよう。

彦根城本は“乾"が『琴学大意抄』、“埠"が『幽蘭譜抄』であり、“乾・

埠"で一対となっている。揚明文庫本と田安家本は全一冊であるが、揚

明文庫には、『幽寵譜抄』と開じく近衛家久自筆による司じ装丁の『琴学

大意抄~ [古7]一掃が残っているむ国文学研究資料館(田安徳川家寄託

資料〉の児玉空々 rs蔵本の中にも『琴学大意抄~ [古8]が含まれている。

以上のことから、これら 3冊の『幽襲譜抄』の所持者は『琴学大意抄J

も共に所持していたことは確かである。そこで、 f幽蘭譜秒、J中の二ヵ所

の害i注で挙げている f別巻jに当たる可能性のある史料として、『琴学大

意抄』を候補に挙げ、次の二点につき内容的に一致するかどうか考察す

る。

(Df鉱員選語ノコト、別巻ニ記スJ(W酪麗譜抄』の害拡より)について
『幽薦譜抄』本文中には f歌謂奏調Jについての言及は見られないが、

『琴学大意抄』では、「琴七絃十三散ノ定位ノ事j の章全般に渡って、
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f古ニ歌調奏調ト云ブコトア九歌ト築ト別調子ニスノレコトナリ j、f歌

ノ諸子ヲ歌調トシ、楽ノ調子ヲ奏謂トシテ、…」

などと、奏調と歌調に関して、図を含んだ詳結な説明を載せているc

②「五調ノコト、)JrJ巻ニ記スJ( W幽蘭譜抄Jの害j注より〉について

F幽蘭譜抄』本文中では「五調jについて言及されていないが、『琴学

大意抄』においては、 f琴の謂様の事Jの章全般に渡って、

「琴ノ謂ニ五調アリ、琴調、平調、請調、楚調、側調ノ五ツナリ。意調、

清調、平調ヲ三調トシ、楚調、{同調ヲ加へテ五調ナリ。…j

と、「五調j について述べている。

以上、『酪薦譜抄』において r)JfJ巻ニ記スjと表記されている指示内容

は、二点とも『琴学大意抄』に説明が載せられていた。

また『琴学大意抄Jの中にも、次の通り F幽蘭譜抄Jに関して述べて

いると思われる笛所があり、これを『幽蘭譜抄Jと対応させてみると内

容的に一致することが窺える。

f幽蘭譜ノ抄ニモ、鰻角謂ノ奏課ヲ、朱ニテ傍ニシルシ置ナヲ。J

(W琴学大意抄3の「琴七絃十三徽ノ定位ノ事」より)

『幽蘭譜抄』の解説文中には、説明通り琴を奏した結果、各音がどの

音高になるのか、十二律名によって示している。更にすべての律名の

右横には、ちょうど五度音程関係にある別の律名を朱筆でそれぞれ書き

加えてある(本文p.l0参照〉。例えば f黄鐘j には「平調j、「神仙Jに

は f双謂jといった具合にである。 F琴学大意抄』中にある f奏調jと f歌

謡jの図を参用、したところ、朱筆静注の律名は、『琴学大意抄』の記述通

り、解説本文中に記された律名に対する「稜角調ノ奏課Jにそれぞれ符

合していることが確認できた。

このように、『幽蘭譜抄』で指示している「別巻jが、荻生往徳著『琴

65 



【国4:lr琴学大意抄J田安家本{古8Jよヲ}

同
H
w
w帰
嶋

噛

喝

輔

M
唱
渇
婦
一
暢
尚
一
暢
一
端
喝

勢

霊

安

+

ト

ト

，
狩
謹
警
'
主
・

畠

m
a
羊
ι

』

ず

畠
B
R
a
 

丈
F' ~ 

. 
" 

?て3rr-

酔

" 

-ョ . 

強襲警告諮

;7;;;;21 

これら二つ学大意抄Jであると仮定しても内容的に一致することから、

の史料は関連性の深いものであると考えられる。更には F幽蘭譜抄Jも

九『琴学大意抄』と需様、荻生祖僚の作である可能性も提案できるだろう。

いずれにしても径棟或いは周辺の者によって著されたものであると推察

した。

5.おわりに

江戸期の写本『幽蘭譜抄~ (国文学研究資料館蔵田安徳川家寄託資料

『幽薦譜抄~ [古 2]、陽明文庫蔵『碍石謂幽蘭抄~ [古3]、彦根域博物館

を取ち上げて基礎的な調査を加えた結果、蔵『琴学大意抄J坤[古4])

その内容と成立事情に関して次のように考察したc

『臨薦議抄~{土、日本に伝存する最古の七弦琴譜『碍石諒臨蘭第五五古

1]の“文字譜持に対して、奏法などの解説を詳締亘つ具体的に記した書

である。奏法譜である“文字譜"には、音高は表記されていないが、『歯

欝譜抄』では奏法の解説に加え、実際に奏した音がどのような音高にな

るのかということも律名によって記録しているのが確認できる。そのた
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め、『幽蘭譜抄~ ，士、『碕石調幽襲第五』解読の史料としての性質も持ち

合わせており、当時の琴楽の実践について考察するのに、貴重な史料と

なり得、また F磁石調幽蘭第五』の解読研究においても注意すべき史料

であると考えられのではないだろうか。

また了酪薦譜抄』の成立事情に関しては、記述内容から考察するに荻

生組旅著『琴学大意抄』と関連性のあるものだと考えられ、荻生担掠或

いは祖抹に近い人物によって著された可能?生が高いと推察した。

但し『幽薦譜抄Jは、全曲四段から為る『高石謂幽蘭第五Jの一段だ

けで、終っているなど不明な点が残るため、今後更に周辺の史料を調査す

る必要が残されていると認識する=その上で今後は、『幽蘭譜抄Jにみえ

る音高の記録等の記述内容について詳しく考察したい。

最後に、本稿をまとめるにあたって貴重な史料を見せて下さった彦根

城静物麓、陽明文庫、国文学研究資料館に謝意を表しますむ

注:

1 )天平勝宝 5年(756)W東大寺款物枯』中にみえる f銀平文琴j 一張と f漆琴j ー

張の記載などから確認される。

2) 1699年、明末の中国から日本に護来した東皐心越禅師 (1639・1695)が琴をイ云

授したことが琴楽再興の主な契機となった。岸辺成雄氏の江戸時代琴楽についての

研究によると、琴人口は600人以上にはのぼるという[岸辺200針。

3) W琴学大意抄』等の文献記載によると、後水墨天皇(1596・1680)が楽家の狛廷に

下賜したもので、遅くとも享保7年(1722)以前に荻生笹諌が狛近寛より借覧した

ことが窺える。 1968年に東京国立博物舘の所蔵となる前は、神光読(京都酉糞茂)

の和田智満和尚が所蔑[林 1932:236]0W河酉寓記Jl[古9]、小島賓素の書霞{吉 10]か

ら、天保 13年 (1842)前後には京都産学院予j家の熔椀平が所持していたことがわ
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カミる。

4)欠夫部に紙を構った上に加筆されている巻首五行中に期天文字が見えること、

またその書愚から推察された書写年代[Wu1999:22;富田 1999]。

5)左手のどの指がどの位震を押さえ、右手が第何弦をどのような指使い〈指法)

で弾くかなどと、奏法を全て文章で記述する“文字譜"が徐々に簡略化され“減字

譜押となった[Xu1982:76・7710“減字譜押は奏法用語を略号化し、これらの略号をい

くつか組み合わせた譜字によって記されたもの。最古の“減字譜"は南宋の妻要領5

1155・1221)~白石道人歌曲』中の琴譜「古怨j 。

6)光緒 10年(1884)背行の『古逸叢書Jに収められた。

7) 1910年代iこ楊宗覆氏が f福石謂酪蘭第五』を減字譜に直し、調弦法を定めた後

[Yang，Z1911・1914;1925]、50年代iこ到って本格的な研究が始められた。査阜西、

王孟野、徐立孫、呉景略氏等による初期の研究における経緯や結果は、中央音楽学

院民族音楽研究所『盤薦研究実録』第一~三輯にまとめられた

[Zha1954a; 1954b; 1957]0 

8) A :荻生包僚著『踏襲譜』の系統に属すると分類した写本は、東北大学図書室官

狩野文庫蔵『褐石謁酪薦j)2艶(所蔵番号:狩 5・30242・1/狩 5・17338・1)、国会密書

舘古典籍資料室蔵 F幽薦譜j)(832・204)、東京芸術大学図書館蔵 f碕石謂踏襲』と

『琴皐大意抄 下j)(W768・121・0・61W768・121・0・1)、神宮文章蔵 f幽薦譜j). ~琴左

右手法上『琴手法麗』イ謂琴法j合本 (897)、無窮会図書館神習文庫蔵 F幽薦譜J

(12371)、玉j11大学図書館蔵『幽覇譜j)(W768.2・ュ〉、屋文学研究資料館蔵医安徳川

家寄託資料 f酪震譜 ~付手法Jl (15-495)、岸辺成雄氏私蔵『謁石調歯蘭 完』。

9)荻生但稼 F秋思楽章j)[古 11)等の記載よると、後水産天皇が ni.昌石謂幽蘭第五J

と共に楽家の治家に下賜した琴の指法書である。 f用手法j、f用指法j、「琴用指法j、

「琴用手法書jなどとして言及されてきたが[林 1942;三谷 1980:78・79;吉)IL長 1984;

林J地 1989]、本穣では『琴用語法』と称する。
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10) C :荻生観校王『酪蘭譜』の系統に属する写本は、匡文学研究資料館義国安徳

川家寄託資料『幽薦曲 第一段~ (15・493)、岸辺成雄氏私蔵『幽麓譜』。

11)ー匂はーフレーズ。幾つかの匂がーまとまりになったものを一段という。

12)“最"は、腕の表面に弦に沿って、弦全長の 112、113、1/4、115、116、1熔の点

にそれぞれ埋め込まれている。

13)全ての律名の穿iこは朱筆で加の律名が記されている。これについては後の4章

で言及するO

14 )解読研究や演奏の結果を五線譜に記録したもの

[Zhong伊10・:1・24;Dongfang-: 20・27]を参照しでも明らかである。

15) r京師捨工辻イ白チN家蔑後水墨院所賜猪薦琴譜及用指法各一巻使余関之…(京師の

伶工、辻f創刊の家には、後水尾院から賜った猪蘭琴譜と用指法各一巻を所蔵してお

り、私にこれを調べさせ…)J (荻生祖篠著『秋風楽章~ [吉 11]より)0 r…嘗訪藷狛

近寛、渠家有務葡琴譜、予借市覧之…(嘗てき自近寛にこれをたずねたところ、後の

家には5奇襲琴譜があり、私はこれを借覧した。)J (薮慎庵に苑てた荻生担僚の書簡

(~祖篠集~ [平石 1985]収)より〉など。

16)国文学研究資料館蔵田安徳川家寄託資料、内閣文庫、神宮文庫、蓬佐文庫、東

京芸術大学図書館、陽明文庫、禁窮会図書室官神習文産所蔵等の写本より。
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おのみきこ

お茶の水女子大学{中富文学中国語学専攻)卒業。 97-98年、中国上海音楽学院留学。お茶の

水女子大学大学読人需文化研究科博士前期課程を経て、同大学院博士後期課程在学中。論文:

けっせきちょうゆうらんだいご

f七弦琴譜 f掲石調趨蘭第五』及び詣法書『琴用語法』研究ー中国亡侯琴譜の日本における

受容と近代中国へのイ云播について-J (修士論文)
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